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Ⅵ 登別市における障がい者の状況 

１ 身体障がい者の状況 

 

（１）身体障がい者の数 

身体障害者手帳所持者は、平成２１年度から平成２５年度までの間で１８７

名の減少となっています。 

これは単純に身体障がい者が減少したわけではなく、平成２２年度からこれ

まで死亡等により手帳の返還手続きがされていなかった方の台帳整理を実施

したことや、人口の減少によるものと考えられます。また、人口に占める身体

障害者手帳所持者の割合は、平成１４年度以降５％前後で推移しています。 

                              (単位：人) 

区分 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 

手帳所持者数 ２，７３９ ２，６４０ ２，５４２ ２，５２８ ２，５５２ 

市の人口 ５２，１９９ ５１，８９２ ５１，４７４ ５０，９８５ ５０，６１３ 

人口割合（％） ５.２５ ５.０９ ４.９４ ４.９６ ５.０４ 

※ 「手帳所持者数」は、各年度３月末の身体障害者手帳所持者数。 
※ 「市の人口」は、各年度３月末の登別市住民基本台帳登録者数。 

    

（２）障がいの種類及び程度 

障がいの種類別を平成２５年度でみると、肢体不自由が１,５８８名（６２.

２％）で最も多く、次いで内部障がいが６３０名（２４.７％）、聴覚・平衡障

がいが１８１名（７.１％）、視覚障がいが１２２名（４.７％）、音声・言語等

障がいが３１名（１.２％）の順となっています。障がいの等級は、１級が

７２６名（２８.４％）で最も多く、次いで４級が６９４名（２７.２％）、３級

が４１８名（１６.４％）、２級が３９５名（１５.５％）、５級が１７９名（７.０％）、

６級が１４０名（５.５％）の順となっており、重度の障がい者等（障がい等級１・

２級）は、全体の４３.９％を占めています。 

                                     (単位：人) 

区分 視覚 聴覚・平衡 音声・言語 肢体不自由 内部 合計 

１級 ４５ ４  ２５２ ４２５ ７２６ 

２級 ３５ ２４ ※１ ３２８ ※７ ３９５ 

３級 ９ ２６ １８ ２７８ ８７ ４１８ 

４級 ６ ５４ １２ ５１１ １１１ ６９４ 

５級 １９ ３  １５７  １７９ 

６級 ８ ７０  ６２  １４０ 

合計 １２２ １８１ ３１ １，５８８ ６３０ ２，５５２ 

※ 斜線は、制度上障がい等級がない箇所。 
※ 音声・言語機能咀嚼機能障がいの２級及び内部障がいの２級は、制度上では該当す
る等級がありませんが、他の障がいと重複すること、かつ同障がいの等級が他の障が
いより高い場合、総合等級２級とされる場合があります。 
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２ 知的障がい者の状況 

 

（１）知的障がい者の数 

療育手帳の所持者は、平成２１年度から平成２５年度までの間で２１名の増

加があります。人口に占める療育手帳所持者の割合は、平成１９年度から平成

２４年度までは０．６％台でしたが、平成２５年度は０．７％を超えています。 

   ※ 本計画では、療育手帳所持者を「知的障がい者」としています。 

(単位：人) 

区分 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 

手帳所持者数 ３３６ ３２７ ３３６ ３１９ ３５７ 

市の人口 ５２，１９９ ５１，８９２ ５１，４７４ ５０，９８５ ５０，６１３ 

人口割合（％） ０.６４ ０.６３ ０.６５ ０.６３ ０.７１ 

※ 「手帳所持者数」は、各年度３月末の療育手帳所持者数。 
※ 「市の人口」は、各年度３月末の登別市住民基本台帳登録者数。 

 

（２）知的障がいの判定 

    知的障がいの判定を平成２５年度でみると、最重度・重度（Ａ判定）が 

１４１名（３９.５％）、中度・軽度（Ｂ判定）は２１６名（６０.５％）とな

っています。 
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３ 精神障がい者の状況 

 

（１）精神障がい者の数 

精神障害者保健福祉手帳の所持者は、平成２１年度から平成２５年度までの

間で１９名の減少となっていますが、精神疾患と診断され入院・通院している

方は３１２名の増加となっています。 

人口に占める精神障害者保健福祉手帳所持者の割合は０.５％前後で推移し

ていますが、精神障がい者数では３％前後となっています。 

  ※ 「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」において、「『精神障害者』とは、

統合失調症、精神作用物質による急性中毒又はその依存症、知的障害、精神病質

その他の精神疾患を有する者をいう。」とされているため、本計画では精神障害

者保健福祉手帳所持者だけでなく、精神疾患により入院・通院している方を含め

て、「精神障がい者の数」としています。 

           (単位：人) 

区分 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 

精神障がい者数 １，３２１ １，６４４ １，４９２ １，９１７ １，６３３ 

手帳所持者数 ２９４ ２５１ ２３８ ２８２ ２７５ 

市の人口 ５２，１９９ ５１，８９２ ５１，４７４ ５０，９８５ ５０，６１３ 

人口割合 

（障がい者数 ％） 
２.５３ ３.１７ ２.９０ ３.７６ ３.２３ 

人口割合 

（手帳所持者数 ％） 
０.５６ ０.４８ ０.４６ ０.５５ ０.５４ 

 ※ 「精神障がい者数」は、各年度１２月末時点で入院または通院している人数の合計 
（手帳所持者含む） 

※ 「手帳所持者数」は、各年度３月末の精神障害者保健福祉手帳所持者数。 
※ 「市の人口」は、各年度３月末の登別市住民基本台帳登録者数。 

 

（２）精神障害者保健福祉手帳の等級 

精神障害者保健福祉手帳の等級を平成２５年度でみると、１級が５３人 

（１９.３％）、２級が１７６人（６４.０％）、３級は４６人（１６.７％）と

なっています。 
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４ 難病患者等の状況 

 

（１）難病患者等の数 

難病等により（対象疾患に罹患し）障がいがある方は、平成２４年度が 

４９３名、平成２５年度が４９７名となっています。 

人口に占める難病患者等の割合は０.９％台で推移しています。 

  ※ 難病患者等とは、障害者総合支援法第４条第１項に定める「治療方法が確立し

ていない疾病その他の特殊の疾病であって政令で定めるものによる障害の程度

が厚生労働大臣が定める程度である者であって１８歳以上であるもの」及び児童

福祉法第４条第２項で定める「治療方法が確立していない疾病その他の特殊の疾

病であって障害者総合支援法第４条第１項の政令で定めるものによる障害の程

度が同項の厚生労働大臣が定める程度である児童」をいいます。 

          (単位：人) 

 

 

 

 
 

※ 「難病患者等」は、各年度１２月末の人数。 

※ 「市の人口」は、各年度３月末の登別市住民基本台帳登録者数。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 

難病患者等 ４９３ ４９７ 

市の人口 ５０，９８５ ５０，６１３ 

人口割合（％） ０.９７ ０.９８ 


